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ァンカ＿キャップ瓶詰の加熱殺菌時に於ける晋の耐鷹度と輪ゴムの硬度との間に如何なる関係が  

あるかを調べんがため次の其験を行った。  

1．賓 験 材 料  

本異教は73粍及G6粍輪ゴムに就て行ひ之に使用せし概、葦、輪ゴムの明細は次の通りである0  

瓶 大腫島田硝子娘の口繹73粍及G6粍の．2超勤各10本でその日荏の偏巷は次の如くである○  

1  

72．74粍一72．1畔巳  

71．96〝～ア1．20′グ   

1．50ク～ 0．29ノグ  

6汚．26粍～64．64粍  

64．50粍～64．14粍  

0．92粍～0．22粍  

73粍：殴大口樫  

二役小口樫  

偏  葺  

66粍 故大口径  

最小口径  

偏  葺  

侍瓶にはそれぞれ番号を附し各試験毎に同一一の甑潅何回も繰返し使用した0  

苦 衷洋鋼鉄卿5封鼠100封度及1Ⅳ封度ブリキ級より打抜いたものでブリキの厚薄による実験   

誤差を除くため多数の葦より同一重畳のもの又は之に近きものを選別L使別／た○篭1一枚の  

療準重畳は次の如くである0   

73粍用  85封庶物 12・5瓦  

100ク  18．8ク  

107ク  16．0ク  

66粍用  85封度物  9・5瓦  

10∩．グ  11．1オ  

107〝  11．6′グ  

輪ゴムは7胡私66粍共A、お及C（老化せしゴム）の3橿瀬のものを供用した。その硬度、  

抗張力及仲良度は次の如くである。  
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輪ゴム種類   大 き き   硬  
度  坑 戯 カ （番卒方瀬尾）  伸長鹿（％）   

B   72   39．8   315．0   

A  
73粍                  〝  75   √】8．0   297．5   

A  〝  8t）  4．0．9  242．詩   

C  〝  82   32．4   60．8   

B  66粍  75   30．7   27′1．．1   

A  80   25．2   202ヽ5   

C  〝          j  〝  80   15．2   

31．7   

2．賓 験 方 法   

蕎付 寄付には2尊厳基番付磯を使用し機械の調節は次の如く行った。即ち兢のrl絶対扁睾の濠  

大のものと倣小のものとの平均値に相当する口衛を有する瓶を基準として瓶の破損を防ぐあ  

め梢纏い目にした0倍シーリングジョー甘指粍用礪粍用共0型をシーリン′グチャックは73粍  

周にはけ型を郎粍用は（ブ型を條用した。  

この叫先の調節で各試験の始めに基準瓶を以て書付し蒐づ度盛犀を測蒐し次にノ、ンド、キヤ  

ン、プレシヤー、テスター糾壁用して鳶や耐鷹虔を測足したくヰ動ポンプのショック鱒影響  

を顧慮してプレッシャータンクからのショックの如いエヤー、プレッシャーを捷用した。）  
有終って10本の試験瓶にそれぞれ一足蜃の水（了a托髄には255ul、G咄瓶には1弧・‘・）を注加  

し蕎付を行った。  

加勲 試験瓶10本を1度に殺菌レいレト中に入れ、先づI．000Cにて；iO分の加熱を行ふ。経って直  

ちにレトルトの葦を叔外し漑蔑の腹痛せしものや年開せしものはネ良として取除け、次に   

10さOCにて30分加熱し前の如く寒が脱落せL．や香やを検奄する。  

かくして1100C30分、11さOC叫分と次々に加熱しその過密に於ける書甲腹痛瓶を綾香記録し  

護の耐鷹虞を求める。  

3．賓 験 結 果  

（1）・指粍輪ゴムについての実験結果（○驚安生 ×護隼開叉蜂睨落．〉  

■   
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（2）66粍輪ゴムについての実験練兵  

職ゴム  準の侠痢  瓶   番   与   基準瓶による  
ブリキ   

種癖硬度  12 3 4 5 6 7 8 910    ▲爵重度  耐座度   

月   75   100封度   100  × ○）く X ヂ × X X X X  

〝   
16叶  

〝   105  X  
17封度  

80   100封度  100            ○× × X X、X X 00．．0  

〝   
1▼6吋  

105  
20封鹿   

x x．x   

100封度  

15．5吋  27密度   

16吋  19密度   

x x   

〝      〝        ×                 C▲ 80 〝 〝    一γ              100 105   × X X X・X x x x x x         A   由0   85封鹿  100    O x O x O x x 00 ×                   〝l〝  n   〝  105    ．X   X   x  
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4．要約並に考察  

前表実験船泉を要約し軋考察すれぼ次の如し  

（1）78粍輪ゴムについての英駄に於て100封度蹴力の蕎を使用せし場合輪ゴムの密度がア2でも75－  

でもその耐塵度（蒸束堅に於ける）に殆ど基がないが硬度が8研こなると目立って耐塑度が良  

くなる。  

（2）硬度82の老化した輪ゴムは盗泉把よる耐墜度は非常によいが蒸束堅把よる耐蜃度は著しく不  

良で1000C80分の加熱七眈に90％葦が学問L．た。  

（＄）一足硬度（悶）の輪ゴムで葦のブリキに85封度、100封度、107封庶物を使鳳した場合の耐感  

度は厚いブリキ鍍で作られた蓋のもの程すこし宛大となる。  

（4）第10号の試験甑は各回の試験を通じで簸も苦の脱落が早かった。亡む瓶の口樫の偏差は中程  

度でさして大きくはなかったが、日程の形匹惑い点があ、つた馬であらう。  

（5）次に66粍輪ゴムに就ての実験に於ても78粍の場合と相同棲の縁取を示した。  

但L66粍の場合はシーリングジョー及びシーリングチャック共U型を使用せしため全体を通  

じてその耐蜃盛が低かった。  

（6）以上を給食Lて考察するにアンカーキャップ瓶詰の加熱殺菌中に於ける葦の耐塵虔を良くす  

るには輪ゴムには硬度錮の比較的堅いものを用ひ邑護のブリキは厚いもの程良い。  

但L．老化して堅くなった鵜ゴムは耐腰度無く不良である。  

以  上  
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